[image: image1.jpg]DHd! TEBZ! Hbd! PHEOOEE

@ W eIF-0Z=R




	これからの会社員人生を誤らせないための
若手社員(正規･非正規)向け
コンプライアンス＆社会常識　
徹底啓発研修
長年企業法務に携わってきた弁護士が多数の具体的事例をもとに解説




	セミナー概要

	

	日時
	２０１８年 ７月１１日（水）１３：００ ～ １７：００

	

	会場
	大阪商工会議所 北支部（南森町･大阪天満宮）

	
	

	受講料
	会員１６，４６０円　非会員・特定商工業者２４，６９０円

	
	

	講
師
	弁護士法人東町法律事務所
　弁護士　上谷佳宏　氏
1954年兵庫県出身。大阪大学法学部在学中に司法試験合格。93年東町法律事務所代表弁護士。2000年兵庫県弁護士会副会長。01年民事調停委員（神戸地方裁判所・洲本簡易裁判所所属）。10年弁護士法人東町法律事務所代表社員弁護士。複数の企業で監査役、大学講師、行政機関の委員なども務める。著書に『実践ビジネス法務－体験してみる企業法務の最前線』（編著）関西学院大学出版会（07年）、『わかりやすい会社法の手引』（共著）（改訂版）新日本法規（06年）、『企業不祥事インデックス』（編著）商事法務（15年）


１．各種事例から見るコンプライアンス違反
＆社会常識逸脱の落とし穴
　①どんなことが会社員人生を誤らせることに
繋がっているのか
　②コンプライアンス違反＆社会常識逸脱
の結果はどうなったのか
　③どうして会社員人生を誤らせることに繋る
ようなことが生じたのか――原因分析
２．会社員人生を誤らせないための知恵と工夫
　①最低限必要な法的知識&常識
　②上司や同僚とのコミュニケーションの仕方
　③不祥事に巻き込まれないためのツール
　　　　　　　　　　　　　　　申込方法・注意事項・お問合せ　　　　　　　　　　　　　　　　
1 下記欄にご記入のうえFAXでお申し込み下さい。申込み後３営業日以内に受付確認のご連絡を、開講１週間前に
受講票を原則メールでお送りします。受付の確認や受講票が届かない場合は下記までご連絡下さい。

②受講料は下記に開講２営業日前迄にお振込み下さい。左記を過ぎてのキャンセルは受講料の返金はいたしかねます。
	りそな銀行大阪営業部 当座 ０８０８７２６
三菱ＵＦＪ銀行瓦町支店 当座 ０１０５２５１

三井住友銀行船場支店 当座 ０２１０７６４
	・口座名 大阪商工会議所  ｵｵｻｶｼｮｳｺｳｶｲｷﾞｼｮ 
・ご依頼人番号　９０８０１０００００ の１０桁と貴社名をご入力下さい。

・振込手数料は貴社にてご負担下さい。左記銀行と埼玉りそな銀行の本支店のATMからのお振込は手数料不要。


③講師業・士業・コンサルタント業等、講座の進行を妨げたり他の受講者の迷惑となる行為がある(あった)方、反社会的団体の構成員と認められる方は、受講をお断りします。
④ご記入頂いた情報は大阪商工会議所からの各種連絡･情報提供のために利用するほか講師に参加者名簿として配布します。
◎主催・お問合せ：大阪商工会議所　研修担当　TEL：０６－６９４４－６４２１　FAX：０６－６９４４－５１８８
受講申込書　この用紙のまま　06-6944-5188　にFAXしてください
	会社名
	
	会員番号
	

	所在地
	〒
	業　種
	

	
	
	従業員数
	人

	フリガナ
受講者名
	
	年齢
	歳
	性別
	男・女
	所属部署･役職
	

	
	
	受講者メルアド
	

	連絡担当者名
	
	連絡担当者所属部署･役職
	

	連絡担当者メルアド
	
	TEL
	
	FAX
	

	受講料
	人分　　　　　　　円を　　　月　　　日　　　　　　　　　　銀行へ振込予定

	受講票について
	□受講票は連絡担当者気付けでメール希望　□受講票は受講者本人宛でメール希望　□受講票はFAXで送信希望


ThanksTicket対象講座





コンプライアンスは、雇用形態・職種・役職を問わず、社内で働く全ての人に徹底する必要があります。コンプライアンスには法令や社内規定に加え、社会常識や規範も含まれます。この徹底には、社内制度やマニュアルの整備に加え、意識・マインドを不断に啓発し続ける必要があります。


特に社会経験が浅い若年層は、「こうしたらこうなる」という判断・想像力が生まれにくく、例えば、何気ないＳＮＳへ投稿、飲食店で取引先の重要な話、守秘義務違反・報告義務違反、名簿紛失、著作権侵害、不正経理、備品の私的流用など、「ちょっとしたこと」と考え、その結果、重大なコンプライアンス違反に繋がるケースが数多くあります。


本研修では、ベテラン弁護士が、若年層の思考・行動パターンなどをふまえながら解説。若手（正規・非正規）が主な対象ですが、若手を部下に持つ管理職や人事・総務系の方にも役に立つ内容です。
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